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退

職

者

年を重ねるだけで人は老いない

理想を失うとき 初めて老いる
(サムエル ・ウルマ ン)

水郷水元公園一大場川沿いの桜並木を望む

4 6 健 康ウォークの会一

鮮
や
か
な
緑
は
力
強
く
濃
く
な

っ
て

い
る
日
々
で
す
。

皆
様
お
元
気
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、

日
本
の
先
行
き
は
不
透
明
な

中
で
総
会
を
迎
え
ま
す
。

金
融
、年

金
、医

療
の
諸
改
悪
に
加
え
て
、

介
護
保
険
が

各
方
面
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。

私
た
ち
の
生
活
防
衛
を
何
と
か
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

一
堂
に
会
し

て

一
緒
に
知
恵
を
出
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

●

と

　

き

六
月
二
八
日
側

午
後

一
時
三
〇
分
―
四
時

０
と

こ

ろ

神
奈
川
自
治
会
館

（旧
職
員
会
館
）

七
階
七
〇

一
十
七
〇
三
号
室

（電
話
）
〇
四
五
側
七
五
〇
〇

呈
父
　
通

桜
木
町
ま
た
は
横
浜
駅
か
ら
、

バ
ス

で
神
奈
川
自
治
会
館
前
下
車
、

徒
歩

一
分

●
総
会
議
案

二
十
五
頁
を
御
覧
下
さ
い
。

☆
相
談
コ
ー
ナ
ー

●
相
談
開
始

　

一
一
時

総
会
に
先
立
ち
、

ゆ
っ
く
り
相
談

で
き
る
よ
う
に
時
間
を
と
り
ま
し

た
。

御
利
用
下
さ
い
。

年
　
　
金
　
山
口
順
久
氏
（社
労
士
）

相
続
過
言
　
生
方
武
羅
夫
氏

（行
政
書
士
）

介
護
保
険
　
川
井
弘
次
氏

（厚
木
市
民
生
委
員
）

食
　
　
事
　
上
野
多
恵
子
氏

（管
理
栄
養
士
）

退
職
さ
れ
て
未
加
入
の
方
も
当
日
の

来
場

・
入
会
　
大
歓
迦
で
す
。

皆
様
お

誘

い
合
わ
せ
て
、

御
出
席
下
さ
い
。

”

総
会
終
了
の
ル
去

２
Ｆ
和
風

”

♪
　
レ
ス
ト
ラ
ン
「円
山
」
に
お
い
て
、　
♪

”
紳嘲購差が療車戒
を飲物、　胸

”
姫充湛郷準雅齢れ婦梅小げ
”

”
紳地で楽しく知翠筆乳・ャ百耐中　朋

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

総
会
開
催
の
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
第

一
六
回
定
期
総
会
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一
九
九
九
年

（平
成

一
一
年
）
度

経

過

報

告

Ｉ
　
会
員

一
〇
〇
〇
名
の
組
織
に

前
年
度
の
会
員
数
九
二
六
名

（年
会
員

九
〇
名
、

終
身
会
員
人
三
六
名
）
か
ら

一

一
年
度
は
七
三
名
増
え
て
九
九
九
名
に

（年
会
員

一
一
二
名
、

終
身
会
員
八
人
七

名
）
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
職
員
課
主
催
の
退
職
予
定
者

説
明
会
五
回
と
県
職
労
各
支
部
の
退
職
者

慰
労
会
八
回
に
役
員
が
分
担
し
て
出
席

し
、

加
入
を
す
す
め
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
会
報
や
退
職
者
向
け
の
年

金
　
医
療

二
層
用
保
険
関
係
を
収
録
し
た

資
料
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、

説
明
会
後
も

資
料
送
付
の
依
頼
電
話
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。

工
　
一二
委
員
会
の
活
動

＊
運
営

・
財
政
や
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
を

検
討
　
　
　
　
　
　
（企
画
委
員
会
）

会
を

一
層
魅
力
的
な
も
の
に
し
民
主
的

な
発
展
を
は
か
る
た
め
に
、

運
営
や
財
政

の
効
率
化
を
検
討
し
ま
し
た
。

「横
浜
中
心
か
ら
地
域
プ
ロ
ッ
ク
で
の

活
動

へ
」
や
、

会
員
の
要
望
に
そ
っ
た
新

し
い
事
業
の
企
画
な
ど
、

基
本
的
な
方
向

を
話
し
合
い
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
具
体

化
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

財
政
の
確
立
に
む
け
て
、

事
務
局
な
ど

日
常
業
務
の
執
行
に
必
要
な
支
出
の
基
準

や
帳
票
の
整
備
を
提
案
し
、

改
善
に
つ
と

め
ま
し
た
。

「年
金
改
悪
」
反
対
の
要
請
書
を
、

国

会
の
情
勢
に
あ
わ
せ
て
、

自
民

。
自
由

・

公
明

・
民
主
　
共
産
　
社
民
な
ど
各
党
に

送
付
し
ま
し
た
。

「会
則
」
の
整
備
は
、

引
き
続

い
て
論

議
し
て
い
き
ま
す
。

来
メ
ニ
ュ
ー
が
多
彩
に
な
っ
た
趣
味
の
会

（趣
味
の
会
推
進
委
員
会
）

今
年
度
の
趣
味
の
会
は
、

従
来
の
活
動

に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も
加
わ
っ
て
多
彩
な

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
教
室
は
、

中
村
猪

一
郎
会
員
を
諸

師
に
、

講
義
二
回
、

散
策
二
回
を
実
施
、

世
話
人
会
が
あ
る
た
め
定
着
し
た
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

観
劇
の
会
は
、

国
立
大
劇
場
を
二
割
引

き
で
、

キ
秋
　
同
行
わ
れ
延
五
六
名

の
参

加
を
得
て
楽
し
み
ま
し
た
。

食
文
化
を
た
の
し
む
会
は
、

夏
欠
二
一回

行
わ
れ
上
野
多
恵
子
会
員
の
指
導
に
よ
り

健
康
に
役
立

つ
業
陪
料
理
の
講
習
、

鈴
木

志
げ
子
会
員
に
よ
る
ホ
本
の
飲
み
方
知
識

な
ど
を
聞
き
、

語
り
合
う
会
と
な

っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
初
め
て
計
画
し
た
業
膳
料
理
を

食
べ
る
会
が
中
華
街
陽
華
模
で
行
わ
れ
料

理
長
自
ら
の
説
明
も
交
え
て
有
益
で
し
た
。

某
膳
を
中
心
と
し
た
食
の
催
し
は
会
員
の

健
康
管
理
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

健
康
ウ
オ
ー
ク
の
会
は
、

春

一
回
参
加

者
二
五
名
大
和
市
の

「泉
の
森
」
に
市
川

清
会
員
の
案
内
で
森
林
浴
も
含
め
て
有
意

義
な
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

秋
は
寅
さ
ん
の
里
柴
又
を
訪
ね
る
予
定

で
し
た
が
大
雨
の
た
め
流
会
し
ま
し
た
。

会
員
か
ら
希
望
の
あ

っ
た
俳
句

の
会
は

実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
報
に
俳

壇
が
設
け
ら
れ
ま
ず
第

一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

旅
行
の
会
は
、

残
念
な
が
ら
バ
ス

一
台

借
り
切
る
人
数
が
足
り
ず
今
年
度
は
見
送

り
ま
し
た
が
、

会
員
か
ら
の
希
望
も
出
て

い
る
の
で
来
年
度
検
討
と
言
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、

今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
会
員
の

指
導
で
、　

ハ
ー
ブ
の
石
け
ん
作
り
は
六
名

の
参
加
で
好
評
で
し
た
。

い
づ
れ
も
今
年

度
は
会
員
の
特
技
を
活
か
し
た
会

の
活
動

が
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

ネ
会
員
と
と
も
に
つ
く
る
会
報
を

目
指
し
て
　
　
（広
報
編
集
委
員
会
）

会
報
４５
‐
４７
号
、

給
頁
３６
買
を
刊
行
し

ま

し

た

。

会
員
の
会
報
参
加
を
促
す
た
め
原
稿
料

の
き
ま
り
を
設
け
て
、
「投
稿
の
お
誘
い
」

を
載
せ
る
な
ど
し
た
の
で
、

効
果
が
少
し

ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、

趣
味
の
会
と
連
携
し
て
会
員
の

特
技
の
活
用
を
、

会
報
に
反
映
す
る
よ
う

努
め
ま
し
た
。

発
刊
が
遅
れ
気
味
で
し
た
が
、

ほ
ぼ
目

標
達
成
と
思
い
ま
す
。

新
退
職
者
向
け
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま

し
た
。

国
　
会
の
運
営

○
業
務
の
効
率
的
執
行
に
つ
い
て

会
の
業
務
を
効
率
的
に
執
行
す
る
た

め
、

毎
月
定
期
的
に
事
務
局
長
を
中
心
と

し
て
代
表
幹
事
以
下
会
計
を
含
め
た
四
役

打
合
せ
会
を
開
き
、

三
委
員
会
の
自
主
的

活
動
の
推
進
と
会
運
営
の
基
本
的
事
項
に

つ
い
て
幹
事
会
に
図
り
、

実
施
し
て
き
ま

し
た
。
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○
会
の
財
政
確
立
と
会
計
処
理

会
の
財
政
は
終
身
会
費
を
積
立
て

る
宿
立
金
会
計
と
、

年
会
費
、

県
職

労
交
付
金
、

全
労
済
等
の
事
業
収
入

に
加
え
て
積
立
金
会
計
か
ら

一
定
の

比
率
で
取
り
く
ず
し
、

執
行
す
る

一

般
会
計
の
二
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
こ
の
二
つ
の
会
計
処
理

の
あ
り
方
を
整
理
し
な
が
ら
二
回
の

収
支
状
況
の
報
告
と

一
部
予
算
の
更

正
も
図
り
な
が
ら
執
行
し
て
き
ま
し

た
。特

に
留
意
し
た
点
は

一
般
会
計
の

支
出
を
節
約
し
、

会
の
今
後
の
財
政

確
立
の
た
め
積
立
金
会
計
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

積
立
金

は
合
願
の

一
千
万
円
を
超
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、

事
務
局
の
日
常
的
業
務
を

果
た
す
役
員
に
つ
い
て
時
間
を
区
分

し
て
の
行
動
費
、

会
報
の
原
稿
執
筆

者
に
対
し
て
の
原
稿
料
な
ど
、

そ
れ

ぞ
れ
支
給
基
準
を
定
め
、

幹
事
会
の

承
諸
を
得
て
支
出
し
て
き
ま
し
た
。

Ｗ
　
そ
の
他

○
県
職
労
を
は
じ
め
退
職
者
組
織
と

の
共
同

会
の
活
動
と
県
職
労
運
動
と
の
連

携
を
深
め
る
た
め
に
県
耽
労
大
会
、

壮
年
部
総
会
や
新
年
旗
開
き
へ
の
参

加
と
共
に
今
年
度
は
、

県
職
労
執
行

部
と
会
四
役
に
よ
る
懇
談
会
も
実
施

し
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
問
題
や
、

外
語
短
大
金
子
先
生
裁
判
支
援
の
重

要
性
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

ま
た
、　

一
昨
年

（
一
九
九
八
年
）

結
成
さ
れ
た
全
国
自
治
体
退
職
者
連

絡
会
の
事
務
局
行
動
に
も
協
力
し
、

年
金
改
悪
反
対
の
国
会
請
願
や
そ
の

他
の
諸
行
動
に
も
参
加
し
て
き
ま
し

工た
。な

お
、

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者

会
に
は
前
年
度
に
引
続
き
会
長
、

事

務
局
次
長
、

幹
事
、

監
査
に
工
名
を

送
り
、

総
会
、
「手
づ
く
り
文
化
祭
」
、

「新
春
の
つ
ど
い
」
な
ど
諸
行
事
の

成
功
の
た
め
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

○
高
齢
者
運
動
へ
の
参
加

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
求
め
る

高
飾
者
の
要
求
運
動
が
強
ま
る
中
で

一
〇
月
四
、

五
日
の
両
日
横
浜
で
開

催
さ
れ
た
関
東
甲
信
高
齢
者
集
会
に

は
会
か
ら
役
員
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。ま

た
、

二
〇
〇
〇
年

一
〇
月

一
、

二
日
に
横
浜

で
開
か
れ
る
第

一
四
回

日
本
高
齢
者
大
会
成
功
の
た
め
八
月

に
発
足
し
た
神
奈
川
県
実
行
委
員
会

に
は
、

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会

を
通
し
て
二
名
の
役
員
を
送
り
、

活

動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

一般会計 1999年 (平成11年)
支 出

度収支決算
( 1 9 9 9 4  1～2000 3 3 1 )単 位 円

度収支決算
( 1 9 9 9 4  1 - 2 0 0 0 3 3 1 )単 位 円

積立金会計 1999年 (平成11年)
支 出入

会計監査報告

1999年 (平成11年)度 一般会計立びに宿立金会Htについて、それぞれの収支証拠書類、預金通帳等の監査

を致しました結果、妥当に執行されているものと認めます。

項    目 予算額 決算額 摘 要 項   □ 予算額 決算額 摘 要

1年  会  費 240 000 264 000 03000円 ×88名 l事 務 局 費 970 000 740 227

2終 身 会 費 1.500 000 1 275 000 Ca 25 000円X51名 2行  動  費 180 000 100 620

3県 職労交付金 900 000 900 000 3広  報  費 800 000 718 554 会耕の発行費

4事 業 収 入 500 000 593 088 全労済事務経費 4結  会  費 600 000 485 718

5雑  収  入 146 003 144 816 結会恐親会負担金ほか S会  議  費 270 000 239 660 幹事会その他話会議

6積 立全取崩し 910 000 903 574 6通  信  費 300 000 63 280

7寄  附  金 0 300 000 7弔  慰  金 70 000 70 000 会!i死亡7名で10000J

3前 年度繰越金 603 997 603 997 8宿  立  金 1 500 000 1 500 000

9特 別 積 立 金 0 300 000

10予 備 費 110 000 0

11次 年度繰赳金 0 766 4】6

計 4 800 000 4 984 475 計 4 800 000 4 984 475

環   日 予算額 決算額 摘 要 項    目 予算額 決算額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 8 834 576 8 834 576 本 年 度 支 出 910000 903 574

下 年 度 収 入 1515684 1810226 次 年 度 繰 越 金 94J()000 9 741 228

内

訳

積 立  金 1 500 000 1 500 000

特別積立金 0 300 000

鳥 15424 lo 226

計 10 350 000 10 644 802 計 10 350 000 10 644 802

上野多恵子 ④監査 古怒田富士一 ③2000年 4月 18日
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二
〇
〇
〇
年

（平
成

一
二
年
）
度

活

動

方

針

（案
）

Ｉ
　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

三
月
二
八
日
、
「年
金
改
悪
法
」
が
、自

・

自

・
公
三
党
の
賛
成
で
可
決
成
立
し
ま
し

，，た
。い

ま
年
金
を
受
け
て
い
る
人
も
こ
れ
か

ら
は
、

現
役
労
働
者
の
賃
金
の
伸
び
に
あ

わ
せ
て
年
金
金
額
を
引
き
上
げ
て
い
た

「賃
金
ス
ラ
イ
ド
」
が
廃
止
さ
れ
、

四
月

か
ら
新
し
く
年
金
を
受
け
始
め
る
人
は
、

こ
れ
に
く
わ
え
て
報
酬
比
例
部
分
の
支
給

額
が
５
％
削
ら
れ
ま
す
。

支
給
開
始
年
齢

は
段
階
的
に
六
五
オ

ヘ
繰
り
延
べ
ら
れ
、

生
涯
に
受
け
取
る
年
金
額
は

一
、

二
〇
〇

万
円
も
減
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
務
庁
が
三

一
日
発
表
し
た
二
月
の
完

全
失
業
率
は
四

。
九
％
で
過
去
最
悪
に
な

り
ま
し
た
。

完
全
失
業
者
は
三
二
七
万
人
、

一
家
の
大
黒
柱

「世
帝
主
失
業
者
」
は
九

七
万
人
と
過
去
最
多
で
す
。
さ
ら
に
日
産

自
動
車
二
万

一
千
人
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
二
万
人
、

三
菱
自
動
車
八
千
人
な
ど
、

大
幅
な
リ
ス

ト
ラ
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
な
か
で
政
府
は
雇
用
保
険
法
を
改

悪
し
、

失
業
給
付
を
最
長
四
ヶ
月
分
も
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
介
護
保
険

も
、

認
定
さ
れ
た
あ
と

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
が

で
き
て
い
な
い
」
、
「施
設
が
た
り
な
い
。

事
業
者
と
の
契
約
が
不
成
立
だ
」
、
「負
担

が
数
倍
に
な
る
」
な
ど
、

制
度
そ
の
も
の

が
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、

サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
が
続
出
し
て

い
ま
す
。

東
京
都
議
会
は
三
月
三
十
日
、

七
八
万

人
に
支
給
さ
れ
て
い
る

「無
料
シ
ル
バ
ー

パ
ス
」
を
全
面
有
料
化
し
、

六
五
才
か
ら

六
九
才
の

「老
人
医
療
費
助
成
」
や
、

寝

た
き
り
の
高
齢
者
に
月
額
三
万
１
五
万
五

千
円
支
給
し
て
い
る

「老
人
福
祉
手
当
」

な
ど
軒
並
み
切
り
捨
て
る
条
例
改
悪
案

を
、

自
民

・
公
明
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し

ネた
。神

奈
川
県
で
も
、

従
来
支
給
し
て
い
た

「
家
庭
介
護
者
介
護
見
舞
金
」
年
三
万
五

千
円
を
今
年
か
ら
二
万
二
十
円
に
、

来
年

は

一
万

一
千
円
に
減
額
し
、

三
年
後
に
は

廃
止
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、

県
下
各
自
治
体
も
続
々

と
廃
止

の
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

い
ま
す
。

２００
年
で
廃
止
＝
三
浦
、

寒
川
、

松
田
、

箱
根
、

津
久
井
、

相
模
湖

２００‐
年
で
廃
止
＝
逗
子
、

南
足
柄

２００２
年
で
廃
止
＝
茅
ヶ
崎
、

開
成
、

鎌
倉

座
間
市
の
み
、

六
万
円
を

一
〇
万
円
に

引
き
上
げ
る
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

敬
老
金
に
つ
い
て
は
、

従
来
７０
才
以
上

に
支
給
し
て
い
た
も
の
を
数
年
前
か
ら
７７

才
、

８８
才
、

９９
才
、

帥
オ
の
み
に
し
、

昨

年
か
ら
は
８８
オ
、

９９
オ
と
対
象
を
減
ら
し

て
き
て
い
ま
す
。

「
財
政
が
赤
字
だ
か
ら
」
と
言

い
ま
す
。

し
か
し
政
府
は
、

ゼ
ネ

コ
ン
む
け
の
ム
ダ

な
公
共
事
業
に
年
間
五
〇
兆
円
も
使

い
、

国
民
む
け
の
社
会
保
障
に
は
二
〇
兆
円
し

か
使

っ
て
い
ま
せ
ん
。
「老
人
介
護
」
も
、

四
月
か
ら
保
険
制
度
に
な
り
、

国
民
か
ら

保
険
村
が
入

っ
て
く
る
か
ら
と
、

い
ま
ま

で
国
が
出
し
て
い
た
財
政
負
担
を
半
成
さ

せ
、

逆
に
二
千
二
百
億
円
も
切
り
下
げ
て

し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の

一
年
間
を
み
て
も
、

ア
メ
リ
カ
の

戦
争
に
日
本
を
ま
き
こ
む

「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
法
」
、

盗
聴
法
、
「
日
の
九

・
君
が
代
」

法
、

衆
院
比
例
定
数
削
減
、

政
党

へ
の
企

業
献
金
維
続
、

警
察
腐
敗
な
ど
、

か
ず
か

ず
の
悪
政
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
切
り
捨
て
、

平
和
を
お
び
や
か
す
こ
の
よ
う
な
政
治
を
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、　

一
歩

一
歩
か
え

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

工
　
活
動
方
針

１
　
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
屑
の
こ
ら
な

い
催
し
、

要
求
実
現
の
取
組
み
の
推
進

☆
会
員
が
自
由
に
集
ま
り
、

お
茶
を
の

み
な
が
ら
互

い
の
近
況
や
健
康
な
ど
を
語

り
合
う
、

肩

の
こ
ら
な

い

「談
話
室

（仮

称
ぎ

を
開
き
ま
す
。

そ
こ
で
出
さ
れ
た

個
別
の
問
題
は
、

弁
護
士

・
税
理
士

。
社

労
士

・
行
政
書
士

・
建
築
士
な
ど
専
門
家

に
よ
る

「相
談
事
業
」
へ
紹
介
し
ま
す
。

会
場
は
横
浜
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
の
開

催
も
検
討
し
ま
す
。

☆
「歴
史
教
室
」
・
「健
康
ウ
ォ
ー
ク
」

「旅
行
」
。
「俳
句
の
集

い
」
な
ど
赳
味
の

会
の
行
事
や

「談
話
室

（仮
林
ま

の
日
程
、

県
耽
労
壮
年
部
や
各
支
部
協
議
会
の
行
事
、

例
え
ば

「男
の
料
理
教
室
」
。
「秋
の
キ
ノ

コ
狩

り
」
。
ブ

ラ

ツ
ン
大
会
」
。
ズ

キ
ー
」
な
ど
、

早
目
に
お
知
ら
せ
し
、

み

ん
な
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

☆
火
災
共
済

・
交
通
災
害
共
済

・
自
動

車
共
済
　
生
命
共
済

・
ガ
ン
保
険
な
ど
、

有
利
な
福
利
厚
生
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

☆
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
、

平
和

・
自

由
　
民
主
主
義
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、

要

求
で

一
致
す
る
他
団
体
と
協
力
し
、

署
名

運
動
や
対
政
府

・
自
治
体
交
渉
な
ど
、

要

求
の
実
現
を
は
か
り
ま
す
。

☆

一
、

○
○
○
名
を
越
え
た
会
の
運
営

を
確
立
し
、

事
務
局
経
費
の
節
減
を
は
か

り
、

効
率
的
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

☆
定
年
退
職
時
だ
け
で
な
く
、

再
尾
備

が
終
わ
っ
た
時
点
で
の
加
入
呼
び
か
け
な

ど
、

会
勢
の
拡
大
に
引
き
続
い
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

ズ
ム
員
基
本
台
帳
」
の
整

備
を
す
す
め
ま
す
。

☆

一
〇
月

一
―
二
日
、

第

一
四
回
日
本

高
齢
者
大
会
が
横
浜
国
際
会
議
場
で
開
か

れ
ま
す
。
「
ひ
と
り
は
っ
ち
の
高
齢
者
を

な
く
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「高
齢
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者
の
人
権
を
守
る
」
こ
の
大
会
を
、

み
ん

な
の
参
加
で
成
功
さ
せ
、

明
る
い
日
本
を

つ
く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

田
　
一二
委
員
会
の
活
動
目
標

●
企
画
委
員
会

＊
会
員
の
要
望
に
そ
っ
た
新
し
い
事
業

を
企
画
し
、

基
礎
的
な
方
向
づ
け
や
組
織

化
を
す
す
め
ま
す
。

＊
新
し
く
開
催
さ
れ
る

「談
話
室

（仮

称
首

が
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
日

時

・
場
所

・
す
す
め
方
　
人
集
め
な
ど
具

体
的
に
準
備
し
ま
す
。

キ
事
業
収
入
の
増
額
や
積
立
金
の
有
利

な
運
用

・
弔
慰
金
の
あ
り
方
な
ど
、

財
政

の
確
立
に
む
け
て
論
議
を
維
続
し
ま
す
。

ネ
新
設
さ
れ
た
県
職
労
の
イ
ン
タ
ー

不ヽ
ッ
ト
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
活
用
と
、

「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

●
趣
味
の
会
推
進
委
員
会

本
会
の
活
動
の
中
で
趣
味
の
会
の
呆
た

す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

会
員
の

持
つ
特
技
を
活
用
し
て
、

多
く
の
会
員
が

参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
増
大
を
は
か
り

ま
す
。

そ
の
具
体
策
と
し
て

，
会
員
の
特
技
の
発
掘

・
世
話
人
に
よ
る
会
の
運
営
を
増
や
す
。

各
会
は
独
立
採
算
で
運
営
を
進
め
る
。

な
お
今
年
度
の
各
趣
味
の
会

の
計
画

は
、

次
の
通
り
で
す
。

・
観
劇
の
会
　
年
二
回

（四
月
、

一
一
月
）

健
康
ウ
ォ
ー
ク
　
年
二
回

（春
秋
）

食
文
化
を
た
の
し
む
会

（七
月
、　

一
一

月
）

・
菜
膳
料
理
を
食
べ
る
会

（九
月
末
）

・
歴
史
教
室

（講
義

・
散
策
各
工
回
）

高
柿
化
を
考
え
散
策
に
つ
い
て
は
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
等
も
検
討
。

な
お
、

会
員
か
ら
要
望
の
あ
る
旅
行
の

会
に
つ
い
て
は
既
成
の
旅
行
社
に
頼
る
こ

と
な
く
、

安
く
少
人
数
で
も
出
来
る
旅
行

等
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、

俳
句
の
会
、

図
碁
の
会
に
つ

い
て
も
希
望
が
あ
る
の
で
実
現
に
努
力
し

ま
す
。

ま
た
、

県
職
労
壮
年
部
の
催
し
に
も
参

加
を
進
め
ま
す
。

●
広
報
編
集
委
員
会

ネ
ロ
標
は
、

豊
か
な
情
報
と
会
員
で
つ

く
る
会
報
を
１

来
年
４
回

（総
頁
３８
頁
）
の
会
報
を
刊

行
し
ま
す
。

増
え
る
１
号
は
、

今
ま
で
６

月
の
総
会
の
報
告
が
１０
月
刊
行
と
非
常
に

遅
く
な

っ
て
い
た
の
を
、

す
こ
し
で
も
早

く
居
け
よ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。

＊
し
た
が
っ
て
刊
行
は
、

次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

４８
号
　
ｌｏ
頁

（６
月
刊
）

４９
号
　
８
頁

（８
月
刊
）

５０
号
　
８
頁

（１０
月
刊
）

５‐
号
　
８
頁
十
４
頁

（２
月
刊
）

一般会計 2000年 (平成12年)度 収支予算
支 出

(案)
( 2 0 0 9 4  ] - 2 0 0 1 3 3 J )単 位 円入

積立金会計 2000年 (平成12年)度 収支予算 (案)
支 出          (20004 1-2001331)単 位入

項 日 予算額 摘 要 項 日 予算額 摘 要

1年  会  費 240 000 03000円 ×80名 〕事 務 局 費 850 000

2終 身 会 費 1 300 000 025000円 ×52名 2行  動  費 450 000 高飾 ■ 大会会 加 費 及び地F t l r 助行
9 1 1 費を合 む

3県 耽労交付金 900 000 3広  報  費 950 000 会報4回 発行費

4事 業 収 入 550 000 全労済事務取扱経費 4給  会  費 500 000

5雑  収  入 143 584 結会懇親会負担金ほか 5会  議  費 300 000

6積 立全取崩し 900.000 6通  信  費 200 000

7寄  rt 金 0 7弔  慰  金 70 000

8前 年度繰越金 766 416 8負  担  金 80 000 子Ⅲ奈川 出 r l  t t j理退職 者会負l l金 な
どを・j l務えう受か らに分

9嶺  立  金 1 300 000

10予  備  費 100 000

11次 年度繰越金 0

計 4 800 000 計 4 800 000

項 目 予算額 摘 要 項 目 予算額 摘 要

前 年 度 操 赳 金 9 741,228 本 年 度 支 出 900 000 一般会計へ繰出し

本 年 度 収 入 1 313 772 次 年 度 繰 越 金 10 155 000

内

訳

積  立  金 1,300 000 一校会計より繰入れ

息 13 772

計 l1 055 000 計 11 055 000
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ド貯
肘
に
際
脚幹
」

趣
味
の
会
は
、

長
生
き
の
散
歩
道

ご

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
″

部
会
の
申
込
み
は
、

業
書
で
事
務
局
ヘ

□
倒

円

倒

倒

春
婦
漫
″
　
寅
さ
ん
の
ふ
る
さ
と

柴
又
、

江
戸
川
堤
周
辺
の
散
策

と
　
き
　
四
月
六
日
内

参
加
者

　

一
七
名

柴
又
帝
釈
天
　

一
一
時
柴
又
駅
前
寅
さ

ん
銅
像
に
集
合
帝
釈
天

へ
。

正
式
名
称
は

日
蓮
宗
経
栄
山
題
経
寺
で
寛
永
六
年
創
立
、

約
４０
分
間
大
容
殿
と
日
本

一
の
粒
令
千
五

百
年

の
南
天
の
床
柱
、

大
庭
園
な
ど
参
詣

と
見
学
。

寅
さ
ん
記
念
館
　
帝
釈
天
か
ら
約
５
分

先
日
Ｔ
Ｖ
で
参
観
者
百
万
人
突
破
と
の
報

道
は
ご
存
知
の
と
お
り
、

約
３０
分
参
観
。

矢
切
の
渡
し
　
演
歌
で
馴
染
み
に
な

っ

た
が
も
と
は
、

字
の
と
お
り
合
戦
場
跡
、

ま
た
江
戸
時
代
箱
根
関
所
同
様

の
取
締
り

厳
し

い
関
所
跡
で
も
あ

っ
た
。

伊
藤
左
千

夫
の
名
作
『野
菊
の
墓
』
の
舞
む
。

江
戸
川
堤
　
利
根
川
か
ら
江
戸
の
洪
水

を
防
ぐ
た
め
、

家
康
の
命
で
江
戸
川
を
補

修
　
放
水
路
と
し
た
。

当
時
と
し
て
は
東

名
高
速
の
よ
う
な
大
公
共
事
業
で
あ

っ
た
。

緑
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
堤
と
吹
く
風
が
気
持
ち

よ
し
。

水
郷
水
元
公
園
　
中
川
の
支
流
、

大
場

川
の
小
合
溜
に
沿
っ
た
時

一
の
水
郷
景
観

公
園
。

６８
ｈａ
の
広
大
な
国
内
に
大
小
水
路

が
走
り
、

桜
並
木
満
開
　
ポ
プ
ラ
並
木
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア
　
ー０
万
，ド

の
芝
生
広
場
、

ま
さ
に
北
海
道
の
大
自
然
の
中
に
い
る
心

地
。

時
間
の
都
合
か
ら
約
半
分
程
度
散
策

し
改
め
て

一
日
が
か
り
で
来
る
こ
と
に
し

て
帰
途
に
つ
く
。

金
町
駅
四
時
解
散
．

〇
か
ま
く
ら
歴
史
散
策

と
　
き
　
平
成

一
二
年
二
月

一

テ
ー
マ
　
平
家
物
語
と
鎌
倉

参
加
者

　

一
七
名

講
　
師
　
中
村
猪

一
郎
会
員

鎌
倉
駅
す
ぐ
前
の
大
巧
寺
か
ら
出
発
、

若
宮
大
路
を
南

へ
、

ち
ょ
っ
と
目
立
た
な

い
寺
の
教
恩
寺
に
よ
る
。

源
平
の
戦

い
で

奈
良
東
大
寺
な
ど
を
焼
き
、

南
都
か
ら
は

仏
敵
と

マ
ー
ク
さ
れ
た
平
重
衡
が
頼
朝
に

よ
り
暫
時
留
め
お
か
れ
た
場
所
と
い
う
。

そ
ば
の
八
雲
神
社
で
は
立
派
な
み
こ
し
に

魅
せ
ら
れ
な
が
ら
、

疫
病
退
散
を
願

っ
た

庶
民
の
鎮
守
に
心
を
寄
せ
る
。

つ
い
で
日

蓮
に
尼
が
は
た
併
を
捧
げ
た
と

い
う

い
わ

れ
の
常
栄
寺

へ
、

さ
ら
に
下
馬
四
つ
角
の

来
迎
寺
で
珍
し
い
裸
地
蔵
を
拝
む
。

昼
は
鎌
倉
家
裁
と
な
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
暖
か
く
食
事
、

午
後
九
品
寺
に
向
か
う
。

か

つ
て
新
田
義
貞
が
鎌
倉
攻
め
の
際
、

陣

を
布

い
た
と
こ
ろ
、

手
の
編
額
も
義
貞

の

書
と
伝
え
る
。

車
道
を
さ
け
、

し
ず
か
な
路
地
を
通

っ

て
、

ふ
だ
ら
く
寺

へ
、

石
標
に
頼
朝
祈
願

書
と
刻
ま
れ
、

文
覚
僧
と
頼
朝
の
つ
な
が

り
の
濃
さ
を
思
わ
せ
る
。

本
行
程
最
後

の
光
明
寺
に
ゆ
く
。

こ
の

寺
に
入
る
と
外
障
の
広
さ
か
ら
か
、

何
と

な
く
落
着
く
。

阿
弥
陀
　
如
意
輪
観
音

・

法
然
像
　
和
賀
江
鳥
弁
天
と
注
目
す
る
仏

像
に
引
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
合
掌
す
る
。

車
修
念
仏
道
場
だ
け
に
心
な
し
か
合
仏
が

喉
元
に
出
て
く
る
。

生
か
さ
れ
て
い
る
喜

び
を
実
感
す
る
ひ
と
と
き
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
て
歴
史
散
策
は
鎌
倉
の
下
町
を

八
百
年
前
に
思

い
を
馳
せ
て
歩

い
た

一
日

で
あ

っ
た
。

現
世
を
離
れ
て
名
作
を
観
て

―
―
観
劇

今
年
二
回
目
の
観
劇
は
、

三
月

一
七
日

０
国
立
劇
場
に
て
水
谷
人
重
子
主
演
の

「滝
の
白
糸
」
を
観
賞
、

参
加
者
は
会
員

や
家
族
、

友
人
な
ど
巾
広
く
参
加
さ
れ
て

三

一
名
で
し
た
。

明
治
の
文
豪
泉
鏡
花
作
の
こ
の
作
品

は
、

新
派
を
代
表
す
る
人
気
作
品
と
し
て

人
気
役
者
が
演
じ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
名
作
と
し
て
美
し
さ
と
切

な
さ
を
彩

つ
た
数
か
ず
の
名
場
面
が
あ

り
、

国
立
劇
場
な
ら
で
は
の
美
し
い
舞
台

装
置
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

白
糸
の
華
や

か
な
水
芸
を
人
重
子
が
熱
演
し
て
い
て
感

動
し
ま
し
た
。

今
回
は
、

歌
舞
伎
の
人
気

役
者
坂
東
八
十
助
も
自
ネ
の
恋
人
役
欣
弥

と
し
て
出
演
し
、　

一
層
色
の
あ
る
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。

国
立
劇
場
は
団
体
二
〇
名
以
上
の
場
合

は
二
割
引
に
な
り
、

こ
だ
ま
会
も
こ
れ
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

人
数
を
確
保
す
る
こ

と
が
大
事

で
、

多
く
の
参
加
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

帝釈天山門の前で

二
日
仰

歴
史
教
室
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●
食
文
化
を
た
の
し
む
会

と
　
き
　
七
月
七
日
０
　
１１
時
１
１５
時

と
こ
ろ
　
積
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（桜
木
町
駅
前
）

テ
ー
マ
　
豆
バ
テ
し
な
い
薬
膳
料
理

講
　
師
　
上
野
多
恵
子
会
員

（県
薬
膳
研
究
会
長
）

△
〓
　
費

　
一
、

八
〇
〇
円

実
習
、

会
食
の
あ
と
夏
の
和
某
子
と
米

茶
で
く
つ
ろ
ぎ
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
、

六
月
二
九
日
０
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
事
務
局
へ
。

●
秋
の
観
劇
会

と
　
き
　
一
一
月
下
旬
―

一
二
月
上
旬

の
予
定

演
　
目
　
歌
舞
伎
の
予
定

と
こ
ろ
　
国
立
劇
場

詳
細
は

一
〇
月
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
菜
膳
料
理
を
た
の
し
む
集
い

安
く
て
お
い
し
く
、

昨
年
好
評
だ

っ
た

薬
膳
会
食
を
、

今
年
も
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
九
月
二
七
日
伽

‐２
時
３０
分
１
１５
時

一

と
こ
ろ
　
陽
挙
模
南
門
城

横
浜
中
華
街

〈
ム
　
費
　
五
、

工
①
Ｏ
円

中
し
込
み
は
、

九
月
五
日
四
ま
で
に
事

務
局

ヘ
ハ
ガ
キ
で
。

●
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会

紅
奏
の
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
を
訪
ね
る

と
　
き
　
一
一
月

一
一
日
ω

厚
木
か
ら
バ
ス
で
行
き
ま
す
。

詳
細
は
、

次
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

ぜ
ひ
御
参
加
下
さ
い
。

●
歴
史
教
室

と
　
き
　
①
六
月

一
九
日
０

②
九
月

一
八
日
０

い
ず
れ
も
１３
時
３０
分
１
１５
時

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館
の
予
定

講
　
義
　
太
平
記
と
鎌
倉
①

夕
　

　

②

講
　
師
　
中
村
猪

一
郎
会
員

「草
木
染
」
の
講
師
に

川
井
弘
次
さ
ん

こ
の
秋
県
立
２‐
世
紀
の
森
で
開
か
れ
る

「森
の
教
室
」
の
草
木
染
の
先
生
を
、

会

員
の
川
井
弘
次
さ
ん
が
勤
め
ま
す
。

一
〇
月

一
五
日
側
、

興
味
の
あ
る
方
は

お
出
か
け
下
さ
い
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま

で
皿
を
。

読むぷ猪

新
井
博
美
善

徘
徊
沸
句

須
藤
伸
成

梅
林

の
真
上
ひ
と
筋
飛
行
雲

庭
に
待
来
て
ゐ
て
妻
は
落
着
か
ず

碁
敵
を
西
瓜
冷
や
し
て
待
ち
に
け
り

山
茶
花

の
向
う
二
軒
老

い
ば
か
り

病
院
の
煙
突
の
煙
雪
を
押
す小

川
水
草

き
ぶ
し
咲
く
魚
付
き
林
に
散
宋
路

も
こ
も
こ
と
江
の
島
ふ
く
る
椎
若
業

風
呂
敷
を
背
負

い
母
来
ぬ
初
寝
覚

春
雨
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
し
相
模
湾

六
十
路
半
ば
あ
ま
た
恩
愛
春
の
星

佐
々
木

一
星

土
筆

の
子
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
足
引
き

止
め
て

子
雀
の
呼
び
台
に
な
る
い
ち
ご
鉢

草
餅
を
偲
び
畑
で
よ
む
ぎ
摘
む

俳
句
愛
好
者

へ
″

「俳
句
教
室
」
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

総
会
終
了
後
に
話
合
い
ま
せ
ん
か
。

希
望

の
方
は
参
加
に
つ
い
て
事
務
局
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。

結
社
を
こ
え
て
新
し
い
句

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

（事
務
局
）

加

・
４

・
‐５
刊

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所
（印
刷
）

著
者
は
県
職
員
Ｏ
Ｂ
で
、
『県
職
文
化
』

や

『神
奈
川
新
聞
』
に
掲
載
し
た
紀
行
文

と
、

徘
徊
通
信
と
題
し
て
思
師
、

友
人
に

書

い
た
書
筒
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

Ｉ
部
は
海
外
旅
行
、

Ⅱ
部
は
神
奈
川
関
係

の
俳
句
ま
じ
り
の
エ
ッ
セ
イ
。

斬
新
な
タ
イ
ト
ル
の
意
図
は
、

読
む
と

明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

俳壇に限らず、

生 活 や 風 景 の
エ ッセイや、健

康術の直伝その

1し、みなさんの

声を大いに寄せて下さい。

次回の49号は 8月 発行の予定

ですが、 6月 30日頃までにお寄

せ下さい。

ささやかですが図書券をお送

りいたします。

(編集委員会)

緋
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俳
句
と
の
出
合

い

今
ま
で
俳
句
に
は
ま

っ
た
く
果
味
が
な

か
っ
た
小
生
が
、

平
成
六
年
に
妻
の
す
す

め
で
市
主
催
の

「生
き
が
い
趣
味
俳
句
講

座
」
を
受
講
し
た
の
が
俳
句
作
り
の
始
ま

り
で
あ
る
。

講
座
の
終
了
後
し
ば
ら
く
し

て
徐
々
に
お
か
さ
れ
て
き
た
脊
髄

（せ
き

ず
い
）
の
病
気
が
悪
化
し
、

そ
の
後
長
い

間
の
入
院
生
活
が
続
き
あ
ら
ゆ
る
検
査
、

治
病
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
難
し
い

病
気
を
改
善
す
る
に
は
三
ら
ず
、

以
来
五

年
余
り
の
間
半
分
の
期
間
入
院
生
活
を
送

り
、

現
在
は
車
椅
子
の
生
活
を
強
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
間
俳
旬
が
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
毎

日
の
生
き
る
支
え
と
な

っ
て
く
れ
た
の
で

あ
る
。

拡
来
病
気
に
な

っ
て
恨
み
ご
と
を
言

っ

た
り
、

悲
鳴
を
あ
げ
た
り
せ
ず
病
に
耐
え

る
こ
と
と
の
聞

い
と
な
り
、

そ
の
原
因
は

己
が
身
に
あ
り
、

運
命
で
あ
る
と
決
め
て

心
の
安
静
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
思

っ

て
き

た

。

何
か
の
本
で
見
た

一
節
に

″俳
句

の
た

の
し
み
は

「人
に
合
う
」
「物
に
合
う
」
雪
百

葉
に
合
う
」
よ
ろ
こ
び
な
り
″
と
あ

っ
た
。

そ
し
て
何
時
の
間
に
か
俳
句
と

い
う
も
の

が
大
切
な
心
の
糧
と
な

っ
て
い
た
。

俳
句

の
勉
強
を
し
て
い
て
古
今
束
西
の

俳
人
や
友
人
の
名
句
に
感
動
す
る
こ
と
が

多
く
な

っ
た
。
し
か
し
、

冷
静
に
自
己
観

察
を
し
て
み
る
と
そ
れ
は
感
動
と

い
う
よ

り
溜
息
に
ち
か

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
の
で
あ
る
。

溜
息
が
本
当

の
感
動

と
し
て
実
感
で
き
る
日
の
来
る
こ
と
を
念

帆

ｔ
成

鵜

癖

繁

４

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
俳
句
は
戸
外
で
見
る
、

視
る
、

観

る
を
駆
使
し
て
作
る
こ
と
が
最
上
と
言
わ

れ
て
お
り
、

机

の
上
で
考
え
た
作
品
は
実

態
が
な

い
の
で
、

読
む
人
の
心
を
捉
え
ら

れ
な
い
。

そ
し
て
オ
能
に
は
切
れ
が
あ
る

が
努
力
に
は

″過
ぎ
る
ク
と

い
う
言
葉
は

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

車
椅
子
生
活
の
小
生
が
今
後

一
番

の
間

題
は
ふ
だ
ん
机
上
で
の
作
句
が
多
く
視
野

が
限
ら
れ
、

詩
情
が
や
せ
て
し
ま
う
こ
と

が
心
配
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
俳
句
も
や

せ
自
己
槙
倣
に
堕
ち
入
り
易
く
、

い
か
に

マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
脱
出
す
る
か
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

趣
味
で
毎
日
を
た
の
し
く

趣
味
を
三

つ
以
上
持

っ
て
人
生
楽
し
ん

で
い
る
と
生
涯
、

退
屈
を
し
な

い
で
済
む
、

と
以
前
か
ら
聞

い
て
い
た
。

選
択
す
る
時
、

金

の
あ
ま
り
掛
か
ら
な

い
も
の
で
自
分

の
性
格
や
好
み
に
合

い
、

し
か
も
長
く
続
け
ら
れ
る
も
の
を
選
ぶ
こ

と
に
努
め
て
き
た
。

そ
し
て
退
職
後
は
特

に
病
気
に
な
る
ま
で
は
ダ
ン
ス
、

水
泳
、

詩
吟
、

親

の
住
ん
で
い
な
い
生
家
の
畑
で

野
業
作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
き
た
。

現
役
時
代
に
は
趣
味
に
熱
中
す
る
こ
と

に
よ
り
仕
事
に
行
き
詰
ま
っ
た
時
、

悲
哀

を
感
じ
た
時
な
ど
に
は
ど
ん
な
に
か
強
い

心
の
支
え
と
な

っ
て
役
立
ち
、

今
日
の
私

が
あ
っ
た
と
思
う
。

前
述
の
よ
う
に
現
在
は
病
気
の
身
と
な

り
車
精
子
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
関

係
で
趣
味
の
内
容
が
限
ら
れ
て
し
ま

つ
た

が
、

現
在
は
俳
句
の
ほ
か
に
詩
吟

（現
在

は
弟
子
二
人
の
み
）
、

図
碁

（
へ
ぼ
暮
）
、

写
真
、

退
職
後
造

っ
た
温
室

（三
坪
程
）

で
洋
ら
ん
作
り
な
ど
に
励
ん
で
お
り
、

体

が
動
く
限
り
病
に
耐
え
頑
張

っ
て
充
実
し

た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

俳
句
は
生
き
る
喜
び

俳
句
人
口
は
伸
び
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、

若
い
人
の
意
識
は
少
な
い
よ
う

だ
。
ま
ず
は
定
年
後
の

「ボ
ケ
防
止
で
」

と
言
う
人
が
多
い
が
本
当
の
生
き
が
い
を

求
め
て
自
己
の
力
量
を
磨
く
に
は
自
己
の

持
っ
て
い
る
感
性
を
色
々
な
方
法
で
引
き

出
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

人
間
は
誰
で
も
詩
心

（う
た
ご
こ
ろ
）

を
持

っ
て
い
る
。

美
し
い
も
の
を
見
て
心

の
躍
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
自
分
の
力
で

生
み
出
し
た
作
品
、

す
な
わ
ち
創
造
す
る

た
く
ま
し
さ
が
「生
き
る
歓
（よ
ろ
こ
び
ま

な
の
で
あ
る
。

感
動
を
大
切
に
す
る
と
こ

ろ
に
、

真
の
生
き
て
い
る
証
が
存
在
す
る

と
思

つヽ
。

俳
句
は
自
分
史
を
も
確
立
す
る
。

長
い

文
章
を
書
く
よ
り
も
、

わ
ず
か
十
七
文
字

で
感
情
表
現
を
成
し
、

そ
の
時
、

そ
の
場

所
、

状
況
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
、

家
族
の

雰
囲
気
ま
で
も
が
か
も
し
出
さ
れ
て
く
る
。

「生
き
る
歓
び
」
と
は
あ
え
て
俳
句
に
限

っ

た
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
が
自
分
の
趣
味

を
高
め
、

そ
の
深
さ
へ
迫

っ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
と
思
う
。

古
稀
何
ぞ
ま
だ
ま
だ
若
し
寒
椿

の

効

須 用

藤

仲

成
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年 金 改 悪 法 が 成 立

国会 の動 き肌 に感 じた 私 の座 込 み参加 記
山 口 順 久

３
月
２８
日
、

年
金
の
改
悪
法
案

は
共
済
年
金
改
悪
法
案
を
含
め
、

自
自
公
三
党
の
賛
成
多
数
に
よ
り

衆
議
院
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

年
金
生
活
者
の
私
た
ち
に
と

っ
て

賃
金
ス
ラ
イ
ド
の
凍
結

（７０
歳
夫

婦
は
生
涯
で
剛
万
円
の
減
額
）
な

ど
影
響
は
大
き

い
が
、　

い
ま
懸
命

に
働

い
て
い
る
若

い
現
役
世
代

ヘ

の
打
撃
は
も

っ
と
大
き

い
。

年
金

額
の
減
額
、

保
険
料
負
担
の
増
大

と
共
に
６０
歳
代
前
半
の
年
金
が
支

給
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、

一尾
用

と
年
金

が

つ
な
が
ら
な
く
な
り

「老
後
の
上
活
不
安
」
を

一
層
増

大
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
民
生
活
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
法
案
審
議
も
自

自
公
三
党
は
数

の
力
を
た
よ
り
し

て
不
十
分
な
審
議
と
強
行
採
決
と

い
う
パ
タ
ー
ン
を
衆
　
参
両
院
で

く
り
か
え
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、

年
金
改
悪
に
反
対
す
る

運
動
は
か

つ
て
な
く
盛
り
あ
が

っ

た
。
１
月
末
か
ら
参
議
院
で
審
議

が
始
ま
り
ま
し
た
が

「連
合
」
が
、

法
案
成
立
阻
止
を
明
確
に
し
て
国

会
前

の
座
り
込

み
行
動

に
立
上

が

っ
た
。
と
か
く
戦
わ
な

い
労
働

組
合
と
言
わ
れ
た
大
組
合
の

「連

合
」
が
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ

一

る
。

国
民
福
祉
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
毎
週
火
　
木
曜
日
、

県
職
労

な
ど
が
加
盟
す
る
全
労
連
　
春
聞

共
開
　
社
保
協
な
ど
と
あ
わ
せ
最

高
時
は
　
千
名
近

い
庄
り
込
み
の

人
々
が
円
会
前
の
適
路
を
埋
め
尽

く
し
た
。

連
合
は
後
半

「春
聞
」

が
忙
し
い
の
か
姿
を
消
し
た
が
、

私
た
ち
の
令
労
連
な
ど
は
昨
年
秋

か
ら
年
末
の
臨
時
国
会
、

さ
ら
に

今
年
の
通
常
同
会

の
間
、

寒
風
吹

き
す
さ
バ
冷
え
込
ん
だ
日
も
週
二

日
、

絶
え
る
こ
と
な
く
庄
り
込
み

が
続
き
ま
し
た
。

国
会
内
で
は
当
初
、

法
案
に
態

度
を
保
留
し
た
民
主
党
が
連
合
の

行
動
に
合
わ
せ
反
対
と
態
度
を
鮮

明
に
し
、

通
常
国
会
で
は
民
主

・

共
産

。
社
民

の
野
党

〓
党
が
結

束
、

共
同
の
要
求
と
見
解
を
発
表

し
て
か

つ
て
な
く
年
金
改
悪
反
対

の
共
間
が
進
み
ま
し
た
。

参
議
院

の
国
民
福
祉
委
員
会
委
員
２‐
名
の

う
ち
自
自
公
は
１１
名
、

野
党
三
党

８
名
。

あ
と
は
西
川
き
よ
し
議
員

（法
案
に
賛
成
）
と
堂
本
暁
子
議

員

（参
議
院
の
会
）
と
勢
力
が
接

近
し
て
き
ま
し
た
。

座
り
込
み
は
連
合
が
現
役
世
代

中
心
、

全
労
連
側
は
圧
倒
的
に
高

齢
者
　
年
金
生
活
者
。

北
は
北
海

道
、

南
は
沖
縄
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

私

が
年
金
者
紅
合
か
ら
参
加
し
た
日
、

横
浜

市
従
退
職
者
会
も
ノ
ボ
リ
を
た
て
数
名
参

加
し
て
い
ま
し
た
．

参
加
者
は
地
元
で
街

頭

・
地
域
　
職
場
で
の
署
名
　
官
一伝
行
動

を
く
り
ひ
ろ
げ
、

集
め
た
国
会
詰
願
署
名

を
持
ち
、

年
金
生
活
者
は
仲
間
の
カ
ン
パ

で
参
加
し
て
い
る
だ
け
に
意
気
軒
昂
で
あ

る
。

年
金
改
悪
反
対
の
運
動
の
広
が
り
を

反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「寒
空

の
な

か
高
齢
者
が
国
会
前
に
座
り
込
ん
で
、

な

ん
で
先
進
国
、

経
済
大
国
な
の
か
」
「教

師
を
し
て
き
た
が
７０
歳
に
な

っ
て
国
会
に

座
り
込
み
に
来

る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
」

「
こ
の
う
え
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
引
く

の
か
」
な
ど
な
り
の
声
が
聞
こ
え
る
。

隣

に
座

っ
た
兵
庫
県
か
ら

「若
い
お
前
が
行

け
」
と
い
わ
れ
て
参
加
し
た
と
い
う
年
金

者
組
合
の
６０
歳
半
ば
の
女
性
は

「
テ
レ
ビ

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
公
的
年
金
は
な
く
な

る
か
ら
生
命
保
険
の
個
人
年
金
を
と
い
う

の
に
腹
を
立
て
テ
レ
ビ
会
社
に
抗
議
、

放

映
を
や
め
さ
せ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

ムた
．委

員
会
に
出
席
し
な

い
小
淵
首
相
、

空

席
だ
ら
け
の
与
党
席
、

採
決
に
は
続
々
議

員
が
集
ま
る
。

目
の
前
に
政
治
の
実
態
を

肌
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
政
治
を

変
え
な
き

ゃ
あ
」
こ
れ
が
参
加
者

の
実
感

で
あ
る
。

労
働
組
合
　
民
主
団
体
も

一
致
で
き
る

と
こ
ろ
で
要
求
と
行
動
を
広
げ
、

野
党
三

党
の
共
聞
も
前
進
し
た
。

な
に
よ
り
も
こ

れ
を

つ
く
り
だ
し
た
署
名
　
宣
伝
の
粘
り

強

い
行
動
と
そ
れ
に
こ
た
え
た
国
民
の
年

金
改
悪
反
対
の
声

の
広
が
り
。

法
案
が
成

立
し
た
が
敗
北
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１４
年

前

の
第
１
次
大
改
悪
の
と
き
と
は
大
き
く

変
わ

っ
て
き

て
い
ま
す
。
「
も

っ
と
も

っ

と
が
ん
ば
ら
に
ゃ
あ
。

小
淵
さ
ん
、

自
自

公
さ
ん
よ
、

年
寄
り
を
な
め
た
ら
あ
か

ん
」
。

近
づ

い
た
総
選
挙
が
楽
し
み
に
な

っ

て
き
ま
し
た
。

（帥
　
４
　
３
記
）
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第
１４
回
日
本
高
齢
者
大
会

概
要
決
ま
る

こ
の
大
会
は

「
ひ
と
り
は
っ
ち
の
高
齢

者
を
な
く
そ
う
」
を
目
標
に
、

平
和
な
日

本
を
築
い
て
き
た
高
齢
者
が
、

人
と
し
て

尊
ば
れ
、

明
る
く
豊
か
な
老
後
を
お
く
る

こ
と
を
願

っ
て
、　

一
九
八
九
年
京
都
で
第

一
回
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
高
齢
者
大
会
は
、

１０
月
１
日
０

１
２
日
の
の
二
日
間
、

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

「国
際
会
議
場
」
で
開
か
れ
ま
す
。

記
念
講
演
、

基
礎
講
座
、

分
科
会
、

移

動
分
科
会
、夜

の
学
習
講
座
、

お
楽
し
み
交

流
会
な
ど
の
概
要
が
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
し
た
。

記
合
講
演
　
小
山
内
美
江
子
さ
ん

令
中
学
生
日
記
」
な
ど
の
シ

ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

○
基
礎
講
座

１
上
①
社
会
保
障

「構
造
改
革
」
の
現

段
階
と
介
護

・
医
療

，
保
健
問

題

上
②
国
際
高
齢
者
年
と
日
本
高
齢
期

運
動
１０
ヶ
年
行
動
計
画
案
に
つ

い
て

？
上
①
２‐
世
紀
の
国
際
政
治
経
済

上
②
年
金
と
社
会
保
障

９
１
０
米
と
水
と
上
の
話

ｌ
②
住
民
運
動
と
自
治
体
―
地
方
分

権
法
を
ふ
ま
え
て

○
分
科
会

医
療
改
悪
、

介
護
保
険
、

障
害
者

。
高

齢
者
の
く
ら
し
、

福
祉
の
現
場
、

中
高

年
の
就
労

。
年
金
、

健
康
と
公
衆
衛
生
、

高
齢
期
生
き
甲
斐
、

消
費
税
、

農
業

食
料
、

生
涯
学
習
、

美
し
く
老
い
る
、

戦
争
法
と
基
地
、

君
が
代

。
日
の
九
、

組
織
と
仲
間
づ
く
り
、

高
齢
期
要
求
と

自
治
体
運
動
、

公
害
と
環
境
、
く
ら
し

と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、

生
き
生
き
交
流
会

の
１８
分
科
会

○
移
動
分
科
会

横
須
賀
基
地
調
査
、

鎌
倉
歴
史
散
歩
、

横
浜
も
の
が
た
り
２
コ
ー
ス
の
四
つ

○
夜
の
学
習
講
座
は
尽
万
基
礎
講
座
１

ｌ
①
と
②

Ｏ
特
別
講
座

①
成
人
後
見
法

支
援
事
業
を
め
ぐ
っ
て

②
生
と
性

（男
と
女
の
い
い
関
係
）

③
も
し
も
私
が
痴
呆
に
な
っ
た
ら

○
特
別
分
科
会

①
孫

へ
の
手
紙

・
孫
か
ら
の
手
紙

○
特
別
企
画
…
自
分
史
を
語
る

○
夜
の
お
楽
し
み
交
流
会

①
寄
席

②
う
た
ご
え
喫
茶

横
浜
で
は
二
度
と
開
か
れ
な
い
大
会
で

す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
が
た
声
を
か
け
あ

っ

て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

い
し
た
く
は

料
対
盟
炉

置

奪

を
」

の
碑
を
模
し
た
も

の
で
す
。

命
を
あ
ら
わ
す
九

い
玉
を
両
手

の
手

の

ひ
ら
で
包

み
、

追
帯
と
協
同
を
象
徴

し

て

い
ま
す
。

今
年
は
Ｇ
Ｗ
の
休
み
が
長
く
印
刷
所
も

連
休
、

そ
れ
を
考
え
つ
つ
、

鮮
や
か
に
輝

く
緑
を
横
目
に
会
報
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。山

崎
豊
子
の
『沈
ま
ぬ
太
陽
共
全
工
巻
）

を
読
み
ま
し
た
。

凄
い
…
怒
り
と
京
し
み

で
胸

一
杯
の
感
動
。

そ
れ
に
し
て
も
、

こ

の
小
説
を
書
く
た
め
の
調
査
、

取
材
力
に

は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
ち
つ
ち
ゃ
な
会
報
も
、

こ
れ
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。こ

の
号
は
、

予
想
外
に
俳
句
特
集
の
様

相
を
呈
し
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
す
か
？

健
康
情
報
は
頁
数
の
関
係
も
あ

っ
て
割

愛
、

つ
ぎ
の
号
を
期
待
し
て
下
さ
い
。

（木
村
）

読むぷ猪
老

い
じ
た
く
は

「財
産
管
理
」
か
ら

中
山
二
基
子
害

文
芸
春
秋
／
柳
・
３
・
３０
刊

定
価

一
、

三
三
三
円
十
税

四
月
に
始
ま
っ
た
成
年
後
見
制
度
の
使

い
方
や
、

そ
れ
以
外
の
方
法
を
現
場
の
話

を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
手
伝
い
さ
ん
に
遺
言
書
を
書
か
さ
れ

た
、

お
い
の
連
帝
保
証
人
に
さ
せ
ら
れ
た
、

相
続
争
い
で
家
と
土
地
を
手
放
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
…
。
ト
ラ
ブ
ル
の
具

体
例
を
読
む
う
ち
に
、
「
ひ
と
ご
と
で
は

な
い
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

著
者
は
約
２０
年
前
か
ら
高
齢
者
問
題
に

取
り
組
む
弁
護
士
で
す
。

高
齢
者
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

高
鈴
者
運
動
の
先

駆
地
、

岩
手
県
沢

内
村
に
あ
る

「永

遠
に
い
の
ち
の
灯
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